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陸
前
高
田
市
農
業
委
員村

上
　

弘
吉
さ
ん

「
被
災
に
負
け
な
い
」次
世
代
に
示
す

村
上
弘
吉
委
員

稲
刈
り
体
験
で
小
学
生
を
指
導

　
陸
前
高
田
市
農
業
委
員
会

（
折
戸
勝
見
会
長
、委
員

人
）

で
現
在
２
期
目
の
村
上
弘
吉

（
こ
う
き
ち
）委
員（

）は
、

地
区
内
の
農
業
者
と
共
に
コ
メ

の
減
農
薬
無
化
学
肥
料
栽
培
に

取
り
組
み
、
十
数
年
に
な
る
。

　
村
上
委
員
は
、
気
仙
川
の
河

口
部
の
両
岸
に
あ
る
同
市
気
仙

町
今
泉
地
区
に
居
住
し
、
地
区

内
の
農
地
を
中
心
に
３
㌶
を
耕

作
し
て
い
た
が
、
２
０
１
１
年

３
月
の
津
波
に
よ
り
農
地
が
被

災
。
農
業
機
械
を
流
失
し
、
自

宅
が
全
壊
し
た
。

　
５
年
半
に
及
ぶ
仮
設
住
宅
住

ま
い
の
間
、
内
陸
部
に
あ
る
被

災
し
な
か
っ
た
水
田
に
通
い
続

け
、
昨
年
９
月
、
地
区
内
の
高

台
に
自
宅
を
再
建
し
た
。

　
避
難
生
活
中
の

年
４
月
、

同
地
区
の
農
業
者
と
共
に
今
泉

復
興
農
事
組
合
（
菅
野
勝
（
つ

よ
し
）組
合
長（
元
農
業
委
員
））

を
起
ち
上
げ
、
地
区
内
に
あ
る

復
旧
田
で
耕
作
を
再
開
し
た
。

豊
富
な
職
業
経
験
か
ら
、
機
械

操
作
の
他
、
大
工
、
土
木
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
こ
な
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
前
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
減
農
薬
無

化
学
肥
料
栽
培
は
、
同
組
合
の

菅
野
剛（
た
け
し
）事
務
局
長
の

「
う
ま
い
コ
メ
を
つ
く
り
た
い
」

と
の
強
い
思
い
か
ら
生
ま
れ

た
。組
合
で
生
産
し
た「
ひ
と
め

ぼ
れ
」は
、地
元
を
中
心
に
飯
米

と
し
て
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
酔

仙
酒
造
㈱
の「
多
賀
多（
市
制


周
年
を
記
念
し
て
、
地
元
の
コ

メ
、水
、杜
氏
に
こ
だ
わ
っ
て


年
に
誕
生
）
」
の
原
料
と
し
て

供
給
。
同
社
か
ら
は
焼
酎
か
す

が
、
同
じ
く
地
元
の
㈱
八
木
澤

商
店
か
ら
は
醤
油（
し
ょ
う
ゆ
）

か
す
が
、
肥
料
の
原
料
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
提
供
さ
れ
る
。

　
酒
と
コ
メ
を
セ
ッ
ト
に
し
て

販
売
し
て
い
る
㈱
い
わ
井
（
酔

仙
酒
造
の
前
身
の
う
ち
の
１

社
）の
磐
井
正
篤（
せ
い
と
く
）

代
表
取
締
役
は
、
「
私
た
ち
の

取
り
組
み
を
見
て
、
若
い
人
が

地
元
の
も
の
を
見
直
し
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
」
と
語
る
。

　
気
仙
川
の
対
岸
で
も
行
政
に

よ
る
被
災
農
地
復
旧
へ
の
動
き

が
始
ま
っ
て
い
る
。
「
今
泉
の

農
地
を
他
地
区
の
人
に
任
せ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ

う
」
と
、
復
旧
後
を
見
据
え
て

「
休
ま
ず
、
無
理
せ
ず
働
き
続

け
た
い
」
と
語
る
村
上
委
員
。

農
業
委
員
会
総
会
に
耕
作
地
か

ら
直
接
か
け
つ
け
る
「
農
業
者

の
代
表
」
で
あ
る
。

　
（
陸
前
高
田
市
農
委
会
・
菅

野
光
二
情
報
員
）

１１ ２０１７年（平成年）３月２４日（金）




